
 

立体形状への加飾技術の開発 

 

分 野 機械・金属（表面処理） 

テーマ名 立体形状への加飾技術の開発 

目 的  材料表面を加飾するには、材料が固有に持つ色を利用する方法と光の干渉を利用する方
法がある。金属やプラスチックの材料表面に加飾する表面処理は、めっきや塗装など材料
固有の色を利用したウェットプロセスが中心となっている。しかし、スパッタリングなど
ドライプロセスの表面処理を行うことで、より色のバリエーションが豊富な光干渉を利用
した加飾を施すことができる。 
 そこで、スパッタリングにより立体形状へ多様な色調を発現させることができる加飾技術
の確立を目指す。 

成 果 金属やプラスチック製の様々な形状の基板へ加飾が可能になった。また、追加で成膜す
ることで色調の変更をできることが分かった。 
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